
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
                               

４  闘病記を探す。 

Ｑ． 図書館で闘病記は探しにくいのなぜ？  

１ 蔵書検索の「件名」から探す 

例えば、タイトル検索によって“ガン”の闘病記を探す場合には、 

“がん”“ガン”“癌”とさまざまな表記が考えられ、検索が煩雑です。 

さらに、タイトル中に必ずしも病名が含まれているとは限りません。 
そこで、「件名」（本の主題）による検索から闘病記を探してみます。 
 

例）検索語「癌」で闘病記を探す。（※分類「916」は手記（闘病記）を示す数字です） 

件名による検索→726 件  書名による検索→170 件 

   （うち、分類 916→ 54 件）  (うち、分類 916→ 14 件) 

（岡山県立図書館蔵書検索システム 2007.9 現在） 

２ 書棚を見ながら探す （分類「９１６」の棚を見る） 

闘病記を探す場合に、その数が最も多いとされる書棚は、 

本の背ラベルに「９１６」という数字がある場所です。 

この数字は「ノンフィクション・手記」を意味します。 
 

※ただし、本を書いた人の苗字の五十音順で棚に並んでいるため、 

病名別での集約はされていません。（岡山県立図書館の場合） 

闘病記を病名別に探すには･･･ 

Ａ． 本のタイトルだけでは、判断がつかない。 

              ＋ 

   「医療」 「伝記」 「手記」など、各分野の棚に分かれている。 


